生活習慣病における遺伝因子と環境因子の相互関連について : アルデヒド脱水素酵素aldehyde dehydrogenase (ALDH)2の遺伝子多型における遺伝因子-環境因子相互関連の例 by 中村, 保幸 et al.










































































































図2 ホモ・サピエンスhomosapiens， homo erectus (Java) ， シナントロプス・ペキネンシス Sinan幼ropuspekinensis (中国)とネアン
デルタール人Neanderthalensis
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*1/*1 *1/*2 *2/*2 P 
N (Total=871) 404 393 74 
年齢(歳) 58.4:t15.4 58.9:t15.3 55.1土17.5 0.2 
BMI (m2) 23.0:t3.0 22.5:t2.9 22.1 :t2.7 0.02 
総コレステロール (mg/dl) 184:t35 184:t32 189:t32 0.5 
トリグリセリド (mg/dl) 160:t 118 142:t88 130 :t71 0.008 
HDL (mg/dl) 54:t 15 52:t 14 50:t 14 0.2 
飲酒量(g/日) 27.3:t20.0 17.9:t21.3 0.9:t4.2 く0.0001
飲酒習慣 86.6% 71.0% 5.5% <0.0001 
喫煙者 50.0% 49.2% 52.7% 0.9 
表2 ALDH2遺伝子多型ごとの背景因子(女性)
遺伝子多型
*1/*1 *1/*2 *21*2 P 
N (Total = 1424) 717 602 105 
年齢(歳) 56.2:t15.9 56.1:t 15.4 59.3:t 13.6 0.1 
BMI (m2) 22.6:t3.1 22.5:t3.3 22.6:t3.1 0.9 
総コレステロール (mg/dl) 196:t35 198:t34 206:t32 0.01 
TG (nig/dl) 119:t75 119:t70 119:t71 0.9 
HDL (mg/dl) 61:t 14 60:t 14 61 :t 16 0.1 
飲酒量(g/day) 4.5:t7.7 1.5:t5.0 0.1:t 1.1 <0.0001 
飲酒習慣 37.2% 15.4% 1.0% <0.0001 
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年齢 Pく0.0001 P<O.OOOl 
BMI <0.0001 P<O.OOOl 
飲酒量 P=0.03 P=0.5 
喫煙 P=0.5 P=0.5 
ALDH2遺:(伝1*子/2多*+型2*/2 P=O.1 P=0.3 (1*/1*) : (1*/2*+2*/2*) 
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AHD3遺伝子多型が正常型 (ylyl)男性の心筋梗塞リスクを基準 1としたときの相対危険度を表している。飲酒量が 1日l飲
酒単位以上のylyl遺伝子多型男性 (P=0.04)，欠損ヘテロ接合体 (yly2)遺伝子多型男性 (P=0.04)，欠損ホモ接合体 (y2y2)
遺伝子多型男性 (Pく0.001)において有意に心筋梗塞相対危険度が低下している。
下図はADH3遺伝子多型ごとの飲酒による多変量調整HDLコレステロール値(善玉コレステロール)の影響を示す。飲酒量
が1日l飲酒単位未満でAHD3遺伝子多型が正常型 (ylyl)男性に比べ飲酒量が 1日1飲酒単位以上の欠損ヘテロ接合体 (yly2)















:t4 mg/dl ; P =0.001) 0 1日に少なくとも 2単位飲酒し
た男性では調整総コレステロール値はALDH2*l/刊を有
する男性において ALDH2*lj*2を有する男性より低かっ










(再構顧| 雌 2州P<O.OO 
P=O.50 ー・.一






N 121 213 6 257 167 






















< 2 drinks/day ? ? ???
? ? ?、 。

















する男性より低かった(181:t3対 195:t4mgldl ; P=O.OOl)o 1日に少なくとも 2単位飲酒した男性では調整総コレステロー
ノレ値はALDH2*l/*1を有する男性においてALDH2*l/*2を有する男性より低かった(181:t2対 187:t3mgldl ; P=0.031)。数
字のP値は同じ飲酒量カテゴリー内でALDH2*l/*1遺伝子多型の例との比較による。一方，同じ遺伝子多型内で飲酒量2単位
未満か以上で比較した値は*(P<0.05)と#(有意なし)で示す。 TC=総コレステロール値， Genotype=遺伝子多型
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群より低かった(l94:t2対 199:t2対 202:t3 mgldl ;そ
れぞれ P=0.003，0.01) (図 13)。女性の ALDH2*l/*2遺
伝子多型の群では飲酒量を 1日平均0.5単位で2分割す
ると，多い飲酒量群において調整 HDLコレステロール










N 437 47 94 
く 0.5drinks/day 
218 
単位以上群:63:t2 mgldl， P<0.05) し， ALDH2* l/* 1 
遺伝子多型の群では多い飲酒量群において調整総コレス
テロール値が有意に低値であった (0.5単位未満群:199 








>= 0.5 drinks/day 
図12 ALDH2遺伝子多型と飲酒の HDLコレステロール値に対する影響(女性)
1日飲酒量0.5単位以下の女性では，調整HDLコレステロール値はALDH2*lj*1遺伝子多型を有する群がALDH2*lj*2遺伝
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